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東
京
の
将
来
と
自
治
の
あ
り
方
：

 
中
間
報
告
書
（
2
0
1
3
年
3
月
）
を
も
と
に
し
た
考
察

2
0
1
3
年

9
月

9
日

(
月

)

 

第
2
回

東
京

の
自

治
の

あ
り

方
研

究
会

部
会

1
8
：

0
0
-
2
0
：

0
0

 

東
京

都
庁

内
会

議
室

1
.
人

口
推

計
の

評
価

2
.
地

域
ご

と
課

題

3
.
行

政
上

の
課

題

4
.
東

京
の

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

原
俊
彦
（
札
幌
市
立
大
学
）

‐
1
‐



1
.

 
人
口
推
計
の
評
価

「
日
本
の
地
域

別
将
来
推
計
人
口
(
平
成

 
2
5
(
2
0
1
3
)
年
3
月
推

 
計
)
」
（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
2
0
1
3
）
と
の
比
較

 
を
中
心
に
、
中
間
報
告
書
（
2
0
1
3
年
3
月
）
で
実
施
さ
れ
た
人
口

 
推
計
結
果
を
評
価
す
る
。

‐
2
‐



（
１
）
推

計
の

方
法

と
そ

の
制
約
条
件


 

コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
法
：
セ
ン
サ
ス
間
の
変

動
率
（
死
亡
率
、

 
出
生
率
、
移
動
率
の
み
が
主
要
な
変
動
要
因
）


 

現
状

を
将

来
に

投
影

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

シ
ョ

ン
）

、
経

済
・

社
会

的
変

数

 
や

政
策

効
果

は
含

ま
な

い
→

基
本

的
傾

向
の

把
握


 

地
域

予
測

＝
3
0
年

が
限

度
、

5
0
年

は
目

安
、

1
0
0
年

は
無

理
が

あ
る

こ

 
と

を
示

す
の

み
。


 

地
域

レ
ベ

ル
：

移
動

率
の

変
化

は
あ

り
得

る
。

一
律

の
機

械
的

推
計

で

 
は

な
く

、
独

自
の

検
討

が
必

要
（

特
に

物
理

的
制

約
）

。


 

レ
ベ
ル
補
正
：
推
計
単
位
・
区
市
町
村
→

区
部
、
市
部
、
町

 
村
部
推
計
に
合
わ
せ
按
分
補
正
（
2
0
1
5
-
3
5
は
統
計
部
推
計
結

 
果
で
補
正
。
全
体
と
の
整
合
性
を
重
視
）

‐
3
‐




 

出
生
率
（
婦
人
子
ど
も
比
）
・
生
残
率
：
市
町
村
推
計
（
国
立

 
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

 
2
0
0
9
）
準
拠


 

近
年

の
高

年
齢

で
の

上
昇

傾
向

が
あ

ま
り

反
映

さ
れ

て
い

な
い

可
能

性

 
が

あ
る

（
ベ

ー
ス

は
2
0
0
0
−
0
5
年

以
前

）
。

市
区

町
村

で
は

独
自

の
施

策

 
に

よ
り

、
さ

ら
に

上
乗

せ
可

能
で

あ
る

点
に

注
意

。


 

生
残

率
：

こ
れ

も
（

ベ
ー

ス
は

2
0
0
0
−
0
5
年

以
前

）
低

下
の

可
能

性
あ

り
。

 
国

・
都

・
市

区
町

村
の

施
策

次
第

。


 

移
動
率
：
国
勢
調
査
（
2
0
1
0
）
の
人
口
移
動
統
計
（
5
年
前
の
常

 
住
地
）
を
ベ
ー
ス
、
転
入
率
は
東
京
都
以
外
の
全
国
人
口
と
の

 
比
率

 
過
去
1
0
年
の
変
化
率
を
も
と
に
将
来
値
を
補
正
。


 

東
京

都
は

市
区

町
村

に
よ

り
転

入
元

と
の

関
係

が
あ

る
。



 
過
去
1
0
年
は
一
貫
し
て
縮
小
。
今
後
も
そ
う
と
は

限
ら
な
い
。
国
・
都
・
市
区

 
町
村
の
施
策
次
第
。

‐
4
‐



（
2
）

推
計

結
果

の
比

較


 

中
間

報
告

書
（

2
0
1
3
年

3
月

）
推

計
結

果
：

2
0
4
0
年

ま
で

の
値

。
2
0
1
0
年

を

 
1
0
0
と

す
る

指
数

に
変

換
。

欠
落

年
度

は
平

均
値

で
補

充
。


 

「
日

本
の

地
域

別
将

来
推

計
人

口
(
平

成

 
2
5
(
2
0
1
3
)
年

3
月

推
計

)
」

（
国

 
立

社
会

保
障

・
人

口
問

題
研

究
所

2
0
1
3
）


 

総
人

口
：

2
0
4
0
年

ま
で

は
概

ね
近

似
し

て
い

る
が

、
長

期
的

に
は

、
わ

ず

 
か

に
過

大
推

計
。

東
京

都
の

人
口

減
少

は
沖

縄
県

に
次

い
で

緩
や

か
で

あ

 
る

点
に

注
意

。


 

年
少

人
口

：
2
0
2
0
年

で
乖

離
。

全
体

に
や

や
過

大
。

同
上

。


 

生
産

年
齢

人
口

：
2
0
4
0
年

ま
で

は
概

ね
近

似
し

て
い

る
。

同
上

。


 

老
年

人
口

：
2
0
4
0
年

ま
で

は
概

ね
近

似
し

て
い

る
。

や
や

過
少

。
沖

縄
県

 
に

つ
い

で
急

増

 
2
0
1
0
年

の
1
.
5
倍


 

後
期

老
年

人
口

：
2
0
4
0
年

ま
で

は
概

ね
近

似
し

て
い

る
。

や
や

過
少

。
沖

 
縄

県
に

つ
い

で
急

増

 
2
0
1
0
年

の
1
.
6
7
倍

‐
5
‐



図
1

 
総

人
口

東
京

都
の

総
人

口
：
20

40
年

ま
で
の

減
少

は
-5

.2
％
（
社
人
研

-6
.5
％
）

‐
6
‐



図
2

 
年

少
人

口
（

0
-
1
4
歳

）

東
京

都
の

年
少

人
口

：
20

40
年

ま
で
の

減
少

は
-2

2.
8％

（
社

人
研

-2
8.

6％
）

‐
7
‐



図
3

 
生

産
年

齢
人

口

東
京

都
の

生
産

年
齢

人
口

：
20

40
年

ま
で
の

減
少

は
19

.3
％

（
社

人
研

-2
0.

7％
）

‐
8
‐



図
４

 
老

年
人

口
（

6
5
歳

以
上

）

東
京

都
の

老
年

人
口

：
20

40
年

ま
で
の

増
加

は
54

.0
％

（
社

人
研

53
.7
％
）

‐
9
‐



図
５

 
後

期
老

年
人

口
（

7
5
歳

以
上

）

東
京

都
の

後
期

老
年

人
口

：
20

40
年

ま
で
の

増
加

は
73

.3
％

（
社

人
研

67
.4
％
）

‐
1
0
‐



図
6

 
都

道
府

県
の

人
口

シ
ェ

ア

20
40

年
ま
で
に
、
東

京
都

の
人

口
シ
ェ
ア
は

1.
2％

上
昇

す
る
。

主
な
都
道
府
県
の
人
口
シ
ェ
ア
の
増
減
率

沖
縄

鹿
児

島

宮
崎

熊
本

大
分

福
岡

広
島

兵
庫

大
阪

府

滋
賀

愛
知

静
岡

福
井

新
潟

神
奈

川

東
京

都

千
葉

埼
玉

福
島

青
森

北
海

道

-
0
.6
%

-
0
.4
%

-
0
.2
%

0
.0
%

0
.2
%

0
.4
%

0
.6
%

0
.8
%

1
.0
%

1
.2
%

1
.4
% 0
.0
%

2
.0
%

4
.0
%

6
.0
%

8
.0
%

1
0
.0
%

1
2
.0
%

2
0
1
0
年
の
都

道
府
県

シ
ェ
ア

2010年から2040年までの増減　％

‐
1
1
‐



（
３
）
２

つ
の

シ
ナ

リ
オ

の
意
味

 
【
シ
ナ
リ
オ
１
】
出
生
力
効
果


 

仮
定
：
フ
ラ
ン
ス
並
み
、

 
2
0
1
0
年
1
.
1
2
か
ら
5
0
年
で

 
（
2
0
6
0
年
頃
）
2
.
0
ま
で
回
復
。


 

リ
ア
リ
テ
ィ

あ
り
。
再
生
産

 
年
齢
の
人
口
の
転
入
な
ど
を

 
施
策
的
に
進
め
れ
ば
、
個
々

 
の
市
区
町
村
で
は
十
分
、
実

 
現
可
能
。
老
年
化
率
も
3
0
％

 
程
度
で
人
口
減
少
も
止
ま
る

。

‐
1
2
‐




 

仮
定
：
イ
ギ
リ
ス
の
移
民
政

 
策

 
9
年
間
で
1
.
7
7
倍
。
東
京

 
都
は
毎
年
2
4
.
8
千
人
か
ら

 
7
2
.
9
千
人
で
安
定
的
に
増
加
。


 

リ
ア
リ
テ
ィ

あ
り
。
た
だ
し

 
老
年
化
率
は
4
0
％
台
を
越
す
。

 
人
口
減
少
も
止
ま
ら
な
い
。

 
つ
ま
り
遅
延
効
果
し
か
な
い

 
点
に
注
意
。


 

国
内
か
ら
の
転
入
も
同
じ
効

 
果
が
あ
る
点
に
注
意
。

【
シ
ナ
リ
オ
２
】
移
民
効
果 ‐
1
3
‐




 

【
シ
ナ
リ
オ
１
】
は
、
ど
の
よ
う
な
自
治
体
で
あ
れ
、
人
口

 
減
少
・
少
子
高
齢
化
を
止
め
る
に
は
、
出
生
力
（
再
生
産
）

 
水
準
の
回
復
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。


 

た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
は
子
育
て
世
代
の
転
入
定
着
が
不
可

 
欠
→
あ
え
て
選
択
す
る
か
ど
う
か
は
自
治
体
の
選
択
。


 

【
シ
ナ
リ
オ
２
】
は
、
移
民
の
増
加
も
一
定
の
効
果
が
期
待

 
で
き
る
が
、
移
民
も
い
ず
れ
少
子
高
齢
化
す
る
。


 

子
育
て
世
代
同
様
、
受
け
入
れ
は
容
易
で
は
な
い
。
→
あ
え

 
て
選
択
す
る
か
ど
う
か
は
自
治
体
の
選
択
。



 

石
井

 

太
・
是
川

 

夕
・
武
藤

 

憲
真
「
外
国
人
受
入
れ
が
将
来
人
口
を
通
じ
て
社

会
保
障
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
人
口
学

 
的
研
究
」

20
13

/0
6/

04
 - 

IP
SS

 D
is

cu
ss

io
n 

P
ap

er
 S

er
ie

s(
N

o.
20

13
-J

01
) 


 

原
理
的
に
は
２
つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
併
用
す
る
こ
と
も
可
能
。

両
シ

ナ
リ

オ
か

ら
何

が
わ

か
る

か
？

‐
1
4
‐



（
４
）
不

足
し

て
い

る
情

報


 

全
国

と
の

関
係

：
日

本
国

内
に

お
け

る
東
京
の
位
置
づ
け
と
機

 
能
に
つ
い
て
の
分
析
→
全
国
他
地
域
に
比
べ
る
と
、
東
京
の

 
変
化
は
非
常
に
遅
い
点
を
指
摘
す
る
必
要
あ
り
（
ま
だ
余
裕

 
あ
り
？
→
対
応
遅
れ
の
危
険
あ
り
）
。


 

世
界

と
の

関
係

：
グ

ロ
ー

バ
ル

化
す

る
中

で
の

東
京

の
位

置
づ

け

 
と

機
能

に
つ

い
て

の
分

析
→

東
ア

ジ
ア

・
東

南
ア

ジ
ア

・
オ

セ
ア

ニ
ア


 

東
京

の
人

口
変

動
の

空
間

的
分

布
：

市
区

町
村

別
の

変
化

を
地

理
情

報
と

 
し

て
把

握
す

る
→

自
治

体
間

の
連

携
可

能
性

、
戦

略
的

な
人

口
再

配
置

を

 
考

え
る

。


 

産
業

、
就

業
機

会
、

防
災

、
健

康
状

況
、

福
祉

、
教

育
な

ど
の

情
報

と
、

 
人

口
デ

ー
タ

と
の

リ
ン

ク
。


 

大
規

模
イ

ン
フ

ラ
の

更
新

と
人

口
デ

ー
タ

の
リ

ン
ク

‐
1
5
‐



2
.
地
域
ご
と
の
課
題

中
間
報
告
書
（

2
0
1
3
年
3
月
）
で
実
施
さ
れ
た
人
口
推
計
結
果
の

 
地
図
化
さ
れ
た
情
報
を
も
と
に
、
地
域
の
課
題
を
考
え
る
。

＊
対
象
期
間
：
2
0
1
0
年
→
2
0
5
0
年

‐
1
6
‐



（
１
）
人
口
増
減
率
（
2
0
1
0
→
2
0
5
0
）


 

6
0
％

以
上

減
少

：
奥

多
摩

町
・

檜
原

村
→

緊
急

対
応

策
＋

生
態

環
境

を
 

活
か

し
た

地
域

再
生


 

3
0
％

以
上

4
0
％

未
満

：
島

嶼
部

→
同

上


 

2
0
％

以
上

-
3
0
％

未
満

：
①

青
梅

市
・

日
の

出
町

・
瑞

穂
町

・
福
生

市
→

 
住

環
境

の
再

定
義

②
北

区
・

中
野

区
・

渋
谷

区
→

都
市

機
能

の
再

定
義


 

1
0
％

以
上

-
2
0
％

未
満

：
そ

の
他

（
再

生
産

水
準

の
回

復
・

集
約
化

、
自

 
治

機
能

の
強

化
）


 

1
0
％

未
満

の
減

少
：

①
調

布
市

、
町

田
市

、
江

戸
川

区
、

武
蔵

村
山

市
 

な
ど

→
隣

接
県

と
の

関
係

を
調

整
、

②
世

田
谷

区
・

千
代

田
区

・
文

京
 

区
な

ど
＝

オ
フ

ィ
ス

需
要

・
地

価
の

高
止

ま
り

→
方

向
性

の
確

認


 

増
加

：
港

区
、

江
東

区
、

中
央

区
＝

湾
岸

・
超

高
層

住
宅

→
方

向
性

の
 

確
認

‐
1
7
‐



　
増
加

　
１
０
％
以
上

２
０
％

未
満
の
減
少

　
１
０
％
未
満

の
減

少

凡
例

　
５
０
％
以
上

６
０
％

未
満
の
減
少

　
４
０
％
以
上

５
０
％

未
満
の
減
少

　
６
０
％
以
上

の
減

少

　
３
０
％
以
上

４
０
％

未
満
の
減
少

　
２
０
％
以
上

３
０
％

未
満
の
減
少

奥
多
摩
町

青
梅
市

あ
き
る
野
市

日
の
出
町

町
田
市

日
野
市

多
摩
市

稲
城

市

府
中
市

調
布
市

小
平
市

西
東
京
市 武
蔵
野
市

三
鷹
市

昭
島
市

立
川
市

羽
村
市

国
立
市

狛
江

市

小
金
井
市

東
久

留
米
市

東
村
山
市

東
大
和
市

武
蔵

村
山
市

檜
原
村

福
生
市

国
分
寺
市

清
瀬
市

杉
並
区

世
田
谷
区

大
田
区

品
川
区

目
黒
区

渋
谷

区

中
野
区

板
橋
区

北
区

足
立

区

新
宿
区

豊
島
区

文
京
区

千
代
田
区

港
区

中
央

区

台
東
区

荒
川
区

江
東
区

墨
田
区

葛
飾
区

江
戸
川
区

将
来

の
区

市
町

村
別

総
人

口
の

増
減

率
（
2
0
1
0
年

→
2
0
5
0
年

）

八
王

子
市

瑞
穂
町

練
馬
区

　
増

加

　
１
０
％

以
上

２
０
％
未

満
の
減

少

　
１
０
％

未
満
の
減
少

凡
例

　
５
０
％

以
上

６
０
％
未

満
の
減

少

　
４
０
％

以
上

５
０
％
未

満
の
減

少

　
６
０
％

以
上
の
減
少

　
３
０
％

以
上

４
０
％
未

満
の
減

少

　
２
０
％

以
上

３
０
％
未

満
の
減

少

「
東

京
の
自

治
の
あ
り
方

研
究

会
」
に
よ
る
推
計

　
※

島
嶼

部
は
９
町

村
で
１
エ
リ
ア
と
し
て
算
出

大
島

町

利
島
村

新
島
村

神
津
島

村

三
宅

村
御

蔵
島

村八
丈

町

青
ヶ
島
村

小
笠
原

村

‐
1
8
‐



（
２
）
年
少
人
口
の
増
減
率
（
2
0
1
0
→
2
0
5
0
）


 

7
0
％
以
上
減
少
：
奥
多
摩
町
・
檜
原
村
→
緊
急
対
応
策
＋
生

 
態
環
境
を
活
か
し
た
地
域
再
生


 

4
0
％
以
上
減
少
：
①
青
梅
市
・
瑞
穂
町
・
福
生
市
・
中
野
区

 
②
島
嶼
部
→
緊
急
対
応
策
、
子
育
て
環
境
の
再
定
義


 

2
0
％
以
上
-
4
0
％
未
満
：
そ
の
他
（
再
生
産
水
準
の
回
復
・

 
子
育
て
支
援
、
教
育
機
能
・
自
治
機
能
の
強
化
）


 

2
0
％
未
満
の
減
少
：
荒
川
区
・
江
東
区
・
港
区
・
中
央
区
・

 
千
代
田
区
・
文
京
区
＝
湾
岸
・
超
高
層
住
宅
な
ど
→
方
向
性

 
の
確
認
、
子
ど
も
の
住
環
境
整
備

‐
1
9
‐



奥
多

摩
町

青
梅

市

あ
き
る
野

市

日
の

出
町

町
田

市

日
野

市

多
摩

市
稲

城
市

府
中

市

調
布

市

小
平

市

西
東

京
市 武
蔵

野
市

三
鷹

市

昭
島

市

立
川

市

羽
村

市

国
立

市

狛
江

市

小
金

井
市

東
久

留
米

市
東
村

山
市

東
大

和
市

武
蔵
村

山
市

檜
原

村

福
生

市

国
分
寺

市

清
瀬

市

杉
並
区

世
田

谷
区

大
田

区

品
川

区

目
黒

区

渋
谷

区

中
野

区

板
橋
区

北
区

足
立

区

新
宿

区

豊
島

区

文
京

区

千
代

田
区

港
区

中
央
区

台
東

区

荒
川

区

江
東

区

墨
田

区

葛
飾

区

江
戸
川

区

将
来

の
区

市
町

村
別

年
少

人
口

の
増

減
率

（
2
0
1
0
年

→
2
0
5
0
年

）

八
王

子
市

瑞
穂
町

練
馬

区

大
島

町

利
島
村

新
島

村

神
津

島
村

三
宅
村

御
蔵
島

村八
丈

町

青
ヶ
島

村

小
笠

原
村

　
２
０
％

以
上

３
０
％

未
満

の
減
少

　
２
０
％

未
満

の
減

少

凡
例

　
３
５
％

以
上

４
０
％

未
満

の
減
少

　
３
０
％

以
上

３
５
％

未
満

の
減
少

　
４
０
％

以
上

の
減

少

「
東
京

の
自
治

の
あ
り
方

研
究

会
」に

よ
る
推

計
　
※
島

嶼
部

は
９
町
村

で
１
エ
リ
ア
と
し
て
算
出

‐
2
0
‐



（
3
）
生
産
年
齢
人
口
の
増
減
率
（

2
0
1
0
→
2
0
5
0
）


 

7
0
％
以
上
減
少
：
奥
多
摩
町
・
檜
原
村
→
緊
急
対
応
策
＋
生

 
態
環
境
を
活
か
し
た
地
域
再
生


 

4
0
％
以
上
-
7
0
％
未
満
：
①
青
梅
市
・
瑞
穂
町
・
福
生
市
・
中

 
野
区
、
渋
谷
区
②
島
嶼
部
→
緊
急
対
応
策
、
若
年
就
業
機
能

 
の
強
化
（
新
規
分
野
）


 

2
5
％
以
上
-
4
0
％
未
満
：
そ
の
他
（
再
生
産
水
準
の
回
復
・
子

 
育
て
支
援
・
支
援
就
業
、
教
育
機
能
・
自
治
機
能
の
強
化
）


 

2
5
％
未
満
の
減
少
：
①
府
中
市
、
町
田
市
、
東
大
和
市
、
武

 
蔵
村
山
市
→
隣
接
県
な
ど
と
の
関
係
を
調
整
②
荒
川
区
・
江

 
東
区
・
港
区
・
中
央
区
・
千
代
田
区
・
文
京
区
＝
湾
岸
・
超

 
高
層
住
宅
な
ど
→
方
向
性
の
確
認
、
子
育
て
住
環
境
の
整
備

‐
2
1
‐



　
２
５
％
以
上
３
０
％
未
満
の
減
少

　
２
５
％

未
満

の
減

少

凡
例

　
３
５
％
以
上
４
０
％
未
満
の
減
少

　
３
０
％
以
上
３
５
％
未
満
の
減
少

　
４
０
％

以
上

の
減

少

奥
多
摩
町

青
梅

市

あ
き
る
野
市

日
の
出
町

町
田
市

日
野

市

多
摩
市

稲
城
市

府
中
市

調
布
市

小
平
市

西
東
京
市 武
蔵
野

市

三
鷹
市

昭
島
市

立
川
市

羽
村
市

国
立
市

狛
江
市

小
金
井
市

東
久
留
米
市

東
村
山
市

東
大
和
市

武
蔵
村
山
市

檜
原
村

福
生

市

国
分
寺
市

清
瀬
市

杉
並
区

世
田
谷
区

大
田
区

品
川
区

目
黒
区

渋
谷

区

中
野
区

板
橋
区

北
区

足
立
区

新
宿
区

豊
島
区

文
京
区

千
代
田
区

港
区

中
央
区

台
東
区

荒
川
区

江
東
区

墨
田
区

葛
飾
区

江
戸
川
区

将
来

の
区

市
町

村
別

生
産

年
齢

人
口

の
増

減
率

（
2
0
1
0
年

→
2
0
5
0
年

）

八
王
子
市

瑞
穂
町

練
馬
区

大
島
町

利
島
村

新
島

村

神
津
島

村

三
宅
村

御
蔵
島
村八

丈
町

青
ヶ
島
村

小
笠
原

村
　
２
５
％
以
上
３
０
％
未
満
の
減
少

　
２
５
％
未
満
の
減
少

凡
例

　
３
５
％
以
上
４
０
％
未
満
の
減
少

　
３
０
％
以
上
３
５
％
未
満
の
減
少

　
４
０
％
以
上
の
減
少

「
東
京
の
自
治
の
あ
り
方
研
究
会
」
に
よ
る
推
計

　
※
島
嶼
部
は
９
町
村
で
１
エ
リ
ア
と
し
て
算
出

‐
2
2
‐



（
４
）
老
年
化
率
（
2
0
5
0
）


 

6
0
％
以
上
：
奥
多
摩
町
・
檜
原
村
→
緊
急
対
応
策
＋
生
態

 
環
境
を
活
か
し
た
地
域
再
生


 

4
0
％
以
上
：
①
島
嶼
部
②
日
の
出
町
、
清
瀬
市
、
青
梅
市
、

 
渋
谷
区
、
中
野
区
、
杉
並
区
、
多
摩
市
、
豊
島
区
、
福
生

 
市
、
目
黒
区
、
新
宿
区
→
緊
急
対
応
策
＋
高
齢
単
独
世
帯

 
対
策


 

2
5
％
以
上
-
4
0
％
未
満
：
そ
の
他
→
混
住
・
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ

 
政
策
（
他
の
年
齢
層
と
と
も
に
、
高
齢
者
も
そ
の
ま
ま
生

 
活
で
き
る
よ
う
な
生
活
環
境
づ
く
り
）

‐
2
3
‐



奥
多
摩
町

青
梅
市

あ
き
る
野
市

日
の

出
町

町
田

市

日
野

市

多
摩
市

稲
城

市

府
中

市

調
布

市

小
平

市

西
東
京
市 武
蔵

野
市

三
鷹
市

昭
島
市

立
川
市

羽
村
市

国
立

市

狛
江
市

小
金
井
市

東
久
留
米

市
東
村

山
市

東
大
和
市

武
蔵
村

山
市

檜
原

村

福
生

市

国
分
寺

市

清
瀬

市

杉
並

区

世
田

谷
区

大
田
区

品
川
区

目
黒
区

渋
谷

区

中
野
区

板
橋

区

北
区

足
立
区

新
宿

区

豊
島

区

文
京
区

千
代
田
区

港
区

中
央
区

台
東
区

荒
川
区

江
東
区

墨
田
区

葛
飾
区

江
戸
川

区

将
来
の
区
市
町
村
別
高
齢
化
率
（
2
0
5
0
年
）

八
王
子

市

瑞
穂
町

練
馬

区

大
島
町

利
島

村

新
島
村

神
津
島
村

三
宅
村

御
蔵
島

村八
丈
町

青
ヶ
島
村

小
笠
原
村

　
２
０
％

未
満

　
２
５
％

以
上

３
３
％
未

満

　
２
０
％

以
上

２
５
％
未

満

凡
例

　
４
０
％

以
上

５
０
％
未

満

　
３
３
％

以
上

４
０
％
未

満

　
５
０
％

以
上

「
東

京
の
自

治
の
あ
り
方

研
究

会
」
に
よ
る
推

計
　
※

島
嶼

部
は
９
町

村
で
１
エ
リ
ア
と
し
て
算

出

‐
2
4
‐



（
5
）
人
口
密
度
（
2
0
5
0
年
）


 

5
千
人
未
満
：

 
①
奥
多
摩
町
・
檜
原
村
を
は
じ
め
、
都
の
西

 
北
部
の
ほ
ぼ
全
域
＋
稲
城
市
→
土
地
利
用
の
見
直
し
②
島
嶼

 
部
→
拠
点
を
中
心
に
自
立
ネ
ッ
ト
化
③
千
代
田
区

 
→
方
向

 
性
の
確
認


 

5
千
人
―
1
万
人
未
満
：
都
中
央
の
市
部
地
域
→
住
宅
地
を
中

 
心
と
し
た
土
地
利
用
の
見
直
し
、
集
約
化
・
混
住
化
、
自
治

 
体
機
能
の
再
定
義


 

1
万
人
―
1
.
5
万
人
未
満
：

 
①
特
別
区
周
辺
区
・
隣
接
市
→

 
都
市
機
能
の
再
定
義
・
重
点
化
・
景
観
保
存


 

1
.
5
万
人
以
上
：
特
別
区
都
心
区
：
方
向
性
の
再
検
討
。
集

 
約
化
・
混
住
化
、
都
市
空
間
の
管
理
。

‐
2
5
‐



奥
多

摩
町

青
梅

市

あ
き
る
野

市

日
の

出
町

町
田

市

日
野

市

多
摩

市
稲

城
市

府
中
市

調
布

市

小
平

市

西
東

京
市 武
蔵

野
市

三
鷹

市

昭
島

市

立
川

市

羽
村

市

国
立

市

狛
江

市

小
金
井

市

東
久
留

米
市

東
村

山
市

東
大

和
市

武
蔵

村
山

市

檜
原

村

福
生

市

国
分
寺

市

清
瀬

市

杉
並

区

世
田

谷
区

大
田

区

品
川

区

目
黒

区

渋
谷

区

中
野

区

板
橋
区

北
区

足
立

区

新
宿

区

豊
島
区

文
京

区

千
代

田
区

港
区

中
央

区

台
東

区

荒
川

区

江
東
区

墨
田

区

葛
飾

区

江
戸

川
区

将
来
の
区
市
町
村
別
人
口
密
度
（
2
0
5
0
年
）

八
王

子
市

瑞
穂

町

練
馬

区

大
島

町

利
島
村

新
島

村

神
津

島
村

三
宅

村

御
蔵

島
村八

丈
町

青
ヶ
島

村

小
笠

原
村

　
５
千

人
以

上
１
万
人

以
下

　
５
千

人
以

下

凡
例

　
１
万

５
千

人
以

上
２
万

人
以

下

　
１
万

人
以

上
１
万
５
千

人
人

以
下

　
２
万

人
以

上

「
東
京

の
自

治
の
あ
り
方

研
究

会
」
に
よ
る
推
計

　
※

島
嶼

部
は
９
町

村
で
１
エ
リ
ア
と
し
て
算

出
　
※

表
示

は
１
k㎡

あ
た
り
の
人

数

‐
2
6
‐



3
.
行
政
上
の
課
題

中
間
報
告
（
2
0
1
3
年
3
月
）
を
踏
ま
え
、
東
京
の
自
治
の
あ
り
方

 
と
そ
の
課
題
に
つ
い
て
、
思
い
付
く
範
囲
で
検
討
す
る
。

‐
2
7
‐



（
１
）
人
口
減

少
・

少
子

高
齢

化
へ
の
対
応


 

ポ
ス
ト
人

口
転
換
期
（
多
産
多
死
か
ら
少
産
少
死
へ
の
歴
史

 
的
変
化
が
終
了
し
た
後
の
フ
ェ
ー
ズ
、
1
千
万
人
以
上
の
大

 
都
市
が
経
験
す
る
の
は
人
類
史
上
、
初
め
て
の
で
き
事
）


 

「
縮
減
す
る
社
会
」
（
カ
ウ
フ
マ
ン
2
0
0
7
）
は
避
け
ら
れ
な

 
い
が
、
そ
の
ま
ま
で
は
長
期
的
な
持
続
可
能
性
は
な
い
。


 

人
口
再
生
産
機
能
の
回
復
＝
出
生
力
水
準
の
回
復
、
家
族
形

 
成
、
世
代
交
代
。
長
寿
化
は
進
む
が
、
老
年
化
率
は
3
0
％
以

 
内
に
収
束
す
る
。


 

縮
減
は
ま
た
集
約
化
で
も
あ
る
：
再
生
産
機
能
を
回
復
す
る

 
エ
リ
ア
は
限
定
さ
れ
る
。
＊
持
続
可
能
性
を
追
求
す
る
か
ど

 
う
か
は
、
地
域
の
意
志
と
選
択
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

‐
2
8
‐



（
２
）
自
治
の
あ
り
方
を
変
え
る


 

住
民
＝
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
容
者
か
ら
、
市
民
＝
地
域
の
主

 
体
的
管
理
者
、
共
同
体
メ
ン
バ
ー
、
利
害
関
係
者
（
そ
の
意

 
味
で
は
企
業
、
学
校
な
ど
の
団
体
も
含
む
）
。


 

税
収
は
も
と
よ
り
、
歳
出
・
歳
入
の
責
任
は
市
民
が
負
う
。


 

行
政
は
、
市
民
か
ら
の
委
託
に
基
づ
く
、
専
従
・
専
門
職
に

 
よ
る
マ
ネ
ッ
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
（
当
然
、
外
部
委

 
託
も
あ
り
う
る
）
。


 

地
域
機
能
の
維
持
、
再
定
義
、
存
続
に
つ
い
て
は
、
住
民
は

 
市
民
と
し
て
、
選
択
し
、
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。


 

逆
に
い
え
ば
、
す
べ
て
の
自
治
体
が
、
地
域
の
将
来
像
を
明

 
確
に
す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
。


 

町
内
会
や
議
会
に
代
わ
る
仕
組
み
が
必
要
。

‐
2
9
‐



（
３
）
地
域
の
存
続
・
機
能
の
再
検
討


 

人
口
推
計
結
果
の
検
討
（
地
域
に
合
わ
せ
た
補
正
）
も
含
め
、

 
現
状
の
ま
ま
推
移
し
た
場
合
の
地
域
の
将
来
像
を
理
解
す
る
。


 

G
I
S
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
な
ど
を
使
い
、
地
域
の
実
情

 
を
集
落
規
模
で
把
握
す
る
。


 

将
来
動
向
と
現
状
を
踏
ま
え
、
地
域
の
存
続
・
機
能
を
明
確

 
化
し
、
市
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
す
る
。


 

再
定
義
さ
れ
た
地
域
の
存
続
・
機
能
を
も
と
に
、
土
地
利
用

 
の
見
直
し
を
中
心
に
、
必
要
な
施
策
を
策
定
・
実
施
す
る
。


 

必
ず
し
も
維
持
存
続
を
前
提
と
す
る
必
要
は
な
い
。
他
の
自

 
治
体
と
の
連
携
、
統
合
、
段
階
的
解
消
な
ど
多
様
な
選
択
肢

 
が
あ
り
う
る
。

‐
3
0
‐



（
４
）
超
高
齢
社
会
へ
の
対
応


 

地
域
の
福
祉
・
医
療
の
基
本
的
な
概
念
を
見
直
す
＝
治
療
・
延

 
命
・
介
護
か
ら
Q
O
L
（
ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
）
の
維
持


 

健
康
な
高
齢
者
の
セ
ル
フ
ケ
ア
を
可
能
に
す
る
製
品
・
支
援
体

 
制
の
開
発
・
整
備


 

高
齢
者
の
仕
事
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
開
発
・
整
備


 

家
族
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
機
能
・
役
割
の
再
評
価
と
再
生


 

地
域
包
括
ケ
ア
体
制
が
機
能
す
る
前
提
条
件
の
確
保
：
医
療
・

 
介
護
＋
買
い
物
、
ガ
ス
・
電
力
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
、
上

 
下
水
道
、
公
共
交
通
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
。


 

地
域
社
会
の
孤
立
・
遺
棄
・
崩
壊
が
連
鎖
反
応
的
に
進
行
す
る

 
の
を
防
ぐ
と
と
も
に
集
約
化
を
進
め
る
。

‐
3
1
‐



（
５
）
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
更
新


 

再
定
義
さ
れ
た
地
域
の
存
続
・
機
能
に
合
わ
せ
、
計
画
し
直
す

 
（
解
廃
、
補
修
、
再
構
築
、
新
規
）
。


 

現
況
の
地
理
情
報
を
ベ
ー
ス
に
集
落
・
地
域
を
集
約
化
す
る
→

 
民
間
資
本
主
導
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
で
は
な
く
、
全
体
の

 
レ
イ
ア
ウ
ト
に
沿
い
、
空
き
家
・
空
地
の
法
的
・
物
理
的
措
置


 

過
去
の
計
画
（
都
市
計
画
、
上
下
水
道
計
画
、
学
校
教
育
、
道

 
路
整
備
な
ど
）
の
全
面
的
見
直
し
（
事
業
仕
分
け
で
は
な
く
、

 
体
系
的
、
戦
略
的
に
、
広
域
レ
ベ
ル
で
実
施
）
。


 

残
さ
れ
た
社
会
資
本
や
人
的
資
本
を
、
キ
ー
と
な
る
地
域
に
集

 
中
し
、
生
活
基
盤
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
維
持
に
努
め
る
。


 

ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
新
規
開
発
→
再
集
住
化
も
可
。

‐
3
2
‐



（
６
）
自
治
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク


 

縮
減
過
程
で
は
、
各
自
治
体
の
諸
機
能
の
絞
り
込
み
が
必
要

 
に
な
る
。


 

東
京
都
全
体
の
中
で
の
各
自
治
体
の
位
置
づ
け
、
機
能
、
方

 
向
性
を
調
整
し
、
連
携
さ
せ
る
。


 

機
能
や
交
通
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
単
位
で
広
域
連
携
組
織
を
育

 
て
る
（
電
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
良
い
）
。


 

隣
接
県
あ
る
い
は
遠
隔
市
区
町
村
と
の
広
域
連
携
も
可


 

行
政
・
市
民
情
報
の
一
元
化
・
分
散
共
有
化


 

各
種
イ
ン
フ
ラ
・
公
共
施
設
の
共
有
化

‐
3
3
‐



（
７
）
教
育
（
保
育
、
義
務
教
育
）


 

地
域
の
存
続
・
機
能
に
合
わ
せ
た
整
備
が
必
要
。


 

家
族
形
成
期
人
口
の
転
入
・
定
着
を
め
ざ
す
場
合
：
保
育
と

就
業

 
機
会
は
セ
ッ
ト
に
な
る
。
人
口
が
入
れ
替
わ
る
仕
組
み
な
し
で
は
、

 
義
務
教
育
も
含
め
、
急
速
に
遊
休
化
す
る
点
に
注
意
。


 

高
等
教
育
へ
の
進
学
を
考
慮
し
た
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
な
も
の
か
ら
、

 
自
由
教
育
的
な
も
の
ま
で
競
争
力
の
あ
る
教
育
機
会
の
提
供
。


 

地
域
環
境
（
山
間
部
、

島
嶼

部
）

を
活

か
し

た
教

育
機

関
・

方
法


 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
教
育
の
推
進
（
小
さ
い
時
か
ら
意
識
づ
け
す
る
）
。


 

大
学
な
ど
の
地
元
高
等
教
育
機
関
と
の
連
携
を
進
め
る
。


 

高
齢
者
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
場
合
：
教
育
施
設
は
、
高

 
齢
者
の
活
動
拠
点
に
転
用
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

‐
3
4
‐



（
８
）
地
域
経
済
（
商
店
街
、
地
場

産
業
）


 

再
定

義
さ

れ
た

地
域

の
存

続
・

機
能

に
合

わ
せ

る

（
商
店
街
）


 

伝
統
の
維
持
：
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
新
規
参
入
の
仕
組
み
づ
く
り


 

機
能
中
心
：
大
型
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
積
極
的
に
活
用
。
医

 
療
・
福
祉
・
住
宅
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
組
み
込
む
。


 

宅
配
中
心
あ
る
い
は
共
同
購
入
も
あ
り
う
る
。

（
地
場
産
業
）


 

地
域
産
業
が
存
続

：
地
域
と
し
て
全
面
的
に
支
援
す
る


 

地
場
産
業
の
衰
退
：
別
の
存
続
・
機
能

を
見
つ
け
る
。


 

新
規
育
成
：
教
育
な
ど
の
優
遇
条
件
を
付
け
誘
致
・
育
成
す
る
。

 
海
外
企
業
、
移
民
可
。
就
業
機
会
＋
税
収
な
ど
の
効
果
。

‐
3
5
‐



4
.
東
京
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

中
間
報
告
（
2
0
1
3
年
3
月
）
に
は
な
い
が
、
東
京
の
将
来
の
ビ

 
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
そ
こ
に
向
か
う
た
め
の
施
策
を
検
討
す
る
必
要

 
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

‐
3
6
‐



（
１
）
位
置
づ
け


 

日
本
の
首
都
で
あ
り
、
わ
が
国
の
経
済
・
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

 
ク
の
中
核
で
あ
る
→
防
災
上
の
観
点
か
ら
は
核
が
複
数
化
す
る

 
可
能
性
は
あ
る
。


 

世
界
都
市
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
び
目
の
１
つ

 
で
あ
る
→

 
ロ
ー
カ
ル
ゲ
イ
ト
化
す
る
危
険
性
は
あ
る
。


 

長
期
的
に
は

国
家
を
超
え
、
地
球
上
の
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
の
1
つ
に

 
な
る
べ
き
だ
ろ
う
。


 

世
界
で
も
っ
と
も
安
全
・
安
心
で
清
潔
な
都
市
で
あ
る

 
→

災
害

上
の

リ

 
ス

ク
は

あ
る

が
。


 

首
都
圏
へ
の
人
口
移
動
が
続
く
限
り
、
再
生
産
レ
ベ
ル
の
回
復
の
可
能

 
性
は
十
分
に
あ
る
。
つ
ま
り
縮
減
か
ら
再
生
へ
の
核
に
な
る
べ
き
だ
。

‐
3
7
‐



（
２
）
将
来
ビ

ジ
ョ

ン


 

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
す
べ
て
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の

 
人
々
が
生
活
し
や
す
い
都
市
（
特
に
6
5
歳
以
上
が
そ
の
ま
ま
死

 
ぬ
直
前
ま
で
1
人
で
生
き
ら
れ
る
）


 

生
活
環
境
：
超
集
約
化
／
自
動
化
／
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
／

 
循
環
化
＋
独
立
ユ
ニ
ッ
ト
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化


 

居
住
形
態
：
機
能
別
（
工
業
、
商
業
、
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
）
の

 
ゾ
ー
ン
方
式
で
は
な
く
、
複
合
独
立
機
能
を
持
っ
た
混
住
型
コ

 
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
有
機
的
連
携
。


 

自
然
環
境
と
人
工
環
境
の
分
離
・
共
存
。
特
に
山
間
部
、
島
嶼

 
部
、
都
市
部
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
持
。


 

安
全
・
安
心
で
清
潔
＋
高
い
文
化
性
が
誇
り
。

‐
3
8
‐



（
３
）
検
討
課
題


 

人
口
縮
減
→
ど
の
地
域
が
ど
う
な
る
か
、

場
所
と
時
間
、
内
容

 
を
特
定
し
推
計
→
相
対
的
に
集
中
す
る
地
域
／
相
対
的
に
希
薄

 
化
す
る
地
域
／
消
滅
す
る
地
域
→
ク
ラ
ス
タ
ー
に
分
け
て
、
地

 
理
的
分
布
を
特
定
。


 

イ
ン
フ
ラ
更
新
／
自
然
地
理
条
件
な
ど
を
考
慮
し
て
、
将
来
の

 
レ
イ
ア
ウ
ト
を
作
成
し
、
戦
略
的
に
再
開
発
す
る
。


 

都
民
・
地
域
市
民
の
資
格
要
件
：
日
本
中
、
ま
た
は
海
外
か
ら

 
も
、
さ
ら
に
人
が
集
ま
る
。
市
民
自
治
・
行
政
参
加
を
居
住
条

 
件
と
し
て
義
務
化
す
べ
き
だ
。


 

空
き
家
・
空
地
・
景
観
・
空
中
権
な
ど
の
空
間
管
理
の
権
利
処

 
理
と
方
法
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

‐
3
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